
研修内容に関するお問い合わせ
東京都生活文化局都民生活部地域活動推進課　 
東京都防災（語学）ボランティア担当
☎：03-5320-7738　 ：S8000224@section.metro.tokyo.jp

申込に関するお問い合わせ
東京都防災（語学）ボランティア研修事務局（株式会社トライ内）
☎：03-3824-7231　 ：bousai-gv@e.try-sky.com

東京都では、東京都防災（語学）ボランティアの方々に対して、防災知識や対応力を高めていただくため、研修を実施しています。
今回の研修は、都内在住・在勤・在学の方も対象とした公開講座として実施します。皆様のご参加をお待ちしております。

令和3年度

東京都防災（語学）ボランティア研修

・参加希望者が定員を超えた場合、抽選となる場合があります。
・�研修日の1週間前までに参加確定のメールをお送りします。
・内容については一部変更となる場合があります。

・当日メディアの取材・撮影が入る場合があります。
・�本研修の様子（写真）は事業のＰＲ等のため、東京都公式ホームページやチラシ
などに使用させていただく場合があります。あらかじめご了承ください。

研修専用サイト 研修専用サイトhttps://e.try-sky.com/bousai-gv/

下記URLより専用申込フォームにアクセスいただき、お申し込みください。申込方法

第3回 事例研究「多文化共生社会における災害対応」
定員

500名

■�講師／�
ファシリテーター

兵庫県伊丹市生まれ。在日フィリピン人向けレンタルビデオ店で勤務することで、日本で暮らす外国
人の課題を知る。阪神大震災直後に外国人被災者へ情報を提供する「外国人地震情報センター」の設立
に参加。1997年4月から2004年3月まで（特活）多文化共生センター代表。2004年4月からIIHOE
研究主幹、2007年1月からダイバーシティ研究所代表。
2011年3月東日本大震災を受けて、「被災者をNPOとつないで支える合同プロジェクト（つなプ
ロ）」、スペシャルサポートネット関西 の発足に関わり、それぞれ代表幹事、世話人を務める。また、内
閣官房に発足した「震災ボランティア連携室」で企画官に就任。被災地のニーズ把握や震災ボランティ
ア促進のための施策立案に携わった。2012年2月より復興庁上席政策調査官となり、14年4月から
は復興推進参与としても東北復興に携わる。

田村 太郎（たむら�たろう）�氏　（一財）ダイバーシティ研究所�代表理事

　  聞いてみよう！支援者として活動する外国人の生の声！

　 外国人とともに進める地域防災

公開講座（オンライン）

東京都では、災害時に外国人被災者を支援するため、通訳・翻訳にご協力いただけるボランティアを随時募集しています。詳しくは、下記サイトをご覧ください。

https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/chiiki_tabunka/tabunka/tabunkasuishin/0000000145.html

2月7日（月）日　時 時　間 14：00 〜16：00

参加方法 Zoomによるオンライン参加

2022年1月7日（金）〜2022年1月21日（金）募集期間 受講料 無料

都内在住・在勤・在学の方、東京都防災（語学）ボランティアの方対象者

楊梓 氏
（よう�し）�
中国出身
阪神・淡路大震災記念　�
人と防災未来センター

アントニオ・ 
フスター 氏
フィリピン出身
札幌災害�
外国人支援チーム
SAFE

譚俊偉 氏
（たん�しゅんわい）�
ブラジル出身
岡山県総社市役所�
市民生活部人権・�
まちづくり課・�
国際交流係

● 参加のためのURL等はメールにて改めてご案内いたします。
● 後日、ライブ配信した映像を研修専用サイトに掲載します（視聴できるのは、東京都防災（語学）ボランティア登録者に限ります。）。

パネリスト


